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バ
ー
ゼ
ル
を
訪
れ
る
べ
く
ユ
ー
ロ
エ

ア
ポ
ー
ト
＝
バ
ー
ゼ
ル
・
ミ
ュ
ル
ー

ズ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
空
港
に
到
着
す
る

や
、
困
惑
す
る
で
し
ょ
う
。
入
国
管
理

官
の
カ
ウ
ン
タ
ー
よ
り
も
手
前
に
預
入

壁
〞
の
如
く
真
ん
中
で
二
分
さ
れ
て
い

る
現
実
に
も
。
レ
ン
タ
カ
ー
の
料
金
体

系
も
別
々
。
フ
ラ
ン
ス
領
内
に
位
置
す

る
空
港
か
ら
バ
ー
ゼ
ル
市
内
に
向
か
う

道
路
は
国
境
を
越
え
る
ま
で
、
金
網
で

覆
わ
れ
た
チ
ュ
ー
ブ
状
で
す
。

　

ラ
イ
ン
川
沿
い
の
バ
ー
ゼ
ル
は
人
口

17
万
人
弱
。
世
界
最
大
の
宝
飾
・
時
計

見
本
市
「
バ
ー
ゼ
ル
・
フ
ェ
ア
」
が
開

催
さ
れ
る
こ
の
街
に
は
、
薬
害
ス
モ
ン

を
生
み
出
し
た
チ
バ
ガ
イ
ギ
ー
を
前
身

と
す
る
ノ
ヴ
ァ
ル
テ
ィ
ス
、
何
故
か
世

界
消
費
量
の
８
割
近
く
を
日
本
が
占
め

る
タ
ミ
フ
ル
の
ロ
シ
ュ
が
、
ラ
イ
ン
川

右
岸
に
本
社
を
構
え
ま
す
。

　

関
西
国
際
空
港
を
手
掛
け
た
レ
ン

ゾ
・
ピ
ア
ノ
設
計
で
１
９
８
８
年
開
館

の
美
術
館
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・
バ

イ
エ
ラ
ー
は
、
モ
ネ
や
セ
ザ
ン
ヌ
等
の

印
象
派
を
展
示
。
泡ば

ぶ

る

沫
経
済
期
に
日
本

の
金
融
機
関
や
実
業
家
が
競
っ
て
購
入

す
る
も
、
買
値
を
遙
か
に
下
回
る
価
額

で
「
バ
ー
ゼ
ル
Ｉ
」
本
格
適
用
前
後
に

売
却
し
た
有
象
無
象
の
中
の
「
有
象
」

の
み
を
、
バ
ー
ゼ
ル
を
代
表
す
る
美
術

商
だ
っ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
バ
イ
エ
ラ
ー

が
〝
下
取
り
〞
し
た
遺
産
で
す
。

　

ラ
イ
ン
川
左
岸
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、

円
筒
形
状
の
国
際
決
済
銀
行
＝
Ｂ
Ｉ
Ｓ

の
建
物
。
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会

の
事
務
局
機
能
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｉ
Ｓ
は
第
１
次
世
界
大
戦
で
敗
戦
し

た
ド
イ
ツ
の
賠
償
金
支
払
を〝
円
滑
化
〞

さ
せ
る
べ
く
１
９
３
０
年
設
立
。
第
２

次
世
界
大
戦
後
の
１
９
５
７
年
に
欧
州

経
済
共
同
体
＝
Ｅ
Ｅ
Ｃ
設
立
の
目
的
も
、

ド
イ
ツ
の
再
暴
走
を
防
ぐ
為
で
し
た
。

　

が
、
日
本
と
同
じ
く
敗
戦
国
で
、
同

じ
く
輸
出
主
導
型
の
戦
後
経
済
を
歩
ん

で
き
た
ド
イ
ツ
は
過
去
15
年
間
で
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
約
２
倍
に
拡
大
し
ま
す
。
ほ
ぼ
横

ば
い
の
日
本
を
尻
目
に
…
…
。
而し
か

し
て

連
邦
共
和
国
基
本
法
＝
憲
法
で
財
政
均

衡
の
義
務
を
謳
う
ド
イ
ツ
は
今
年
度
予

算
で
新
規
の
国
債
発
行
を
実
質
ゼ
ロ
と

し
、「
財
政
再
建
」
を
実
現
。
今
や

〝
欧
州
の
盟
主
〞
へ
と
躍
り
出
ま
し
た
。

　

比
す
る
に
、
国
と
地
方
の
長
期
債
務

残
高
が
１
０
０
０
兆
円
を
超
え
、
昨
年

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
２
３
１
・
９
％
に
達

し
た
日
本
の
今
年
度
予
算
の
国
債
依
存

度
は
38
・
２
％
。〝
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ

ン
〞
を
掲
げ
た
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
経
済

学
の
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
が
〝
双
子
の
赤

字
〞
を
齎も
た
ら
す
ブ
ー
ド
ゥ
ー
経
済
学
へ

と
変
容
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
と
て
、
バ

ラ
ク
・
オ
バ
マ
政
権
下
で
財
政
再
建
を

敢
行
。
国
債
依
存
度
は
11
・
９
％
で
す
。

「
実
は
最
近
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
等
が
強
硬
に
、
銀
行
が
自
国

（
や
他
国
）
の
国
債
を
持
つ
事
に
対
し

て
資
本
を
積
み
増
す
べ
き
と
主
張
し
て

い
る
」。「
欧
州
の
一
部
銀
行
は
、
日
本

国
債
の
保
有
比
率
を
恒
久
的
に
引
き
下

げ
る
と
決
定
し
た
」。
去
る
２
月
12
日

の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
、
日
本
銀
行

の
黒
田
東
彦
総
裁
は
発
言
し
ま
し
た
。

債
務
残
高
が
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
現
在
の
半

分
程
度
だ
っ
た
２
０
０
２
年
に
ボ
ツ
ワ

ナ
国
債
と
同
じ
格
付
け
に
陥
っ
た
財
務

官
当
時
の
史
実
も
繙ひ
も
とき
な
が
ら
。　

　

１
日
の
利
息
の
支
払
い
だ
け
で
も
１

億
４
２
０
０
万
円
。
財
政
再
建
団
体
転

落
寸
前
だ
っ
た
山
国
の
自
治
体
を
、
県

民
と
職
員
の
協
力
の
下
、
47
都
道
府
県

で
唯
一
、
在
任
６
年
連
続
で
起
債
残
高

を
計
９
２
３
億
円
減
少
さ
せ
、
基
礎
的

財
政
収
支
も
７
年
度
連
続
で
黒
字
化
し

た
小
生
も
同
様
に
懸
念
し
ま
す
。

　

自
己
資
本
比
率
増
強
「
バ
ー
ゼ
ル

Ｉ
」は
、貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
し
の〝
失

わ
れ
た
20
年
〞を
日
本
に
齎も
た
らし
ま
し
た
。

「
優
等
生
」
独
米
英
が
再
び
主
導
し
、

日
本
に
代
表
さ
れ
る
低
金
利
環
境
は
将

来
の
金
利
上
昇
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因

だ
と
「
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
」
を
よ
り
厳
格
化

し
た
な
ら
、
国
内
外
の
銀
行
は
日
本
国

債
を
大
放
出
し
、
財
政
破
綻
な
る
大
震

災
は
必
至
。
な
の
に
一
向
に
〝
人
口
に

膾か
い
し
ゃ炙
〞
せ
ぬ
民
度
＝
眠
度
の
日
本
で
す
。

手
荷
物
引
渡
場
が
存
在
す
る
構
造
に
。

Ｅ
Ｕ
非
加
盟
の
ス
イ
ス
側
、
Ｅ
Ｕ
加
盟

の
フ
ラ
ン
ス
側
の
二
手
に
分
か
れ
て
入

国
す
る
と
、
両
国
共
同
運
営
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
も
駐
車
場
も
〝
ベ
ル
リ
ン
の 「バーゼル委員会」

★
次
号
6
月
号
の
発
行
日
は
5
月
29
日
（
第
5
金
曜
日
）
で
す
。


